
②【自立活動における指導案様式】　
１　自立活動の授業づくり（流れ図）　A
	児童生徒名
	学年
	作成者

	
	
	


計画（PLAN）
	実態把握①　情報収集　　　実態把握②－1情報の整理

	１　健康の保持
 （日常生活面，健康面など）
	

	（　追加　）
	

	２　心理的な安定
 （情緒面，状況の理解など）
	

	（　追加　）
	

	３　人間関係の形成
（人とのかかわり，集団への参加など）
	

	（　追加　）
	

	４　環境の把握
 （感覚の活用，認知面，学習面など）
	

	（　追加　）
	

	５　身体の動き
 （運動・動作，作業面など）
	

	（　追加　）
	

	６　コミュニケーション
 （意思の伝達，言語の形成など）
	

	（　追加　）
	

	７　その他
（性格，行動特徴，興味関心など）
	

	（　追加　）
	


	実態把握②－２　児童生徒の学習上又は生活上の課題や，これまでの学習状況の把握

	


	実態把握②－３　児童生徒の３年後の将来像

	


	指導すべき課題の整理③　課題の抽出

	


	指導すべき課題の整理④　中心的な課題

	中心的な課題
	背景

	1 
	

	2 
	


	指導目標の設定⑤

	1 　
2 


項目の選定・指導内容の設定
	区分
	健康の保持
	心理的な安定
	人間関係の形成
	環境の把握
	身体の動き
	コミュニケーション

	(1)
	生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。
	情緒の安定に関すること。
	他者とのかかわりの基礎に関すること。
	保有する感覚の活用に関すること。
	姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。
	コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

	(2)
	病気の状態の理解と生活管理に関すること。
	状況の理解と変化への対応に関すること。
	他者の意図や感情の理解に関すること。
	感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。
	姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。
	言語の受容と表出に関すること。

	(3)
	身体各部の状態の理解と養護に関すること。
	障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。
	自己の理解と行動の調整に関すること。
	感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。
	日常生活に必要な基本動作に関すること。
	言語の形成と活用に関すること。

	(4)
	障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。
	
	集団への参加の基礎に関すること。
	感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること。
	身体の移動能力に関すること。
	コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

	(5)
	健康状態の維持・改善に関すること。
	
	
	認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。
	作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。
	状況に応じたコミュニケーションに関すること。

	Key words
	
	
	
	
	
	


	指導内容
	
	

	指導場面
	
	


項目と項目を関連付ける際のポイント
	1 

	2 


２　本指導案

○学年△△学級　自立活動　学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　平成○○年○○月○○日（○曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第○時　○○：○○～○○：○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　○○　○○（T1）○○　○○（T2）　
１　主題名　「○○○○○○○○」

２　主題設定の理由

　　・児童生徒の実態（障害特性，課題等）

　　・主題観

　　・指導観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　児童生徒の実態

	
	児童生徒の実態

	Ａ
	

	Ｂ
	


４　目標

５　指導計画

	
	授業目標
	授業時数

	１
	
	

	２
	
	


６　本時の構成

　⑴　本時の目標
　⑵　展開

	配時
	学習活動
	指導上の留意点（指導の手だて・評価の観点）
	備　考

	○分

○分


	
	
	

	
	
	
	


７　本時の評価　

　

８　備考

　　・教室内配置図　座席配置図　教材・教具配置図等　　・参考資料


	児童生徒名
	学年
	作成者

	Ａ
	２年
	〇〇　〇〇


計画（PLAN）
	実態把握①　情報収集　　　実態把握②－1　情報の整理

	１　健康の保持
 （日常生活面，健康面など）
	健康状態は良好で，欠席は少ない。トイレでの排泄は難しい。体温調節に配慮が必要。食事量に制限がある。

	（　追加　）
	

	２　心理的な安定
 （情緒面，状況の理解など）
	注目を目的とした行動をして他者の気を引こうとする。集中力が持続しにくい。気持ちが向かないと手の爪周辺の皮をむき始める。関わる人がそばにいると落ち着いている。

	（　追加　）
	

	３　人間関係の形成
（人とのかかわり，集団への参加など）
	他者と関わることが好きで，周囲の人に自分から働き掛ける。にぎやかな雰囲気を好む。

	（　追加　）
	

	４　環境の把握
 （感覚の活用，認知面，学習面など）
	時間はかかるが簡単な身辺整理ができる。状況を考えずに大きな声で人を呼ぶ。

	（　追加　）
	

	５　身体の動き
 （運動・動作，作業面など）
	ゆっくりではあるが車いす自走や手つなぎ歩行で移動できる。箸やスプーンを使える。指先を使った細かい作業にも取り組める。

	（　追加　）
	

	６　コミュニケーション
 （意思の伝達，言語の形成など）
	発声や表情，身振り等により自分の意思を周囲の人に伝える。相手の言葉もおおよそ理解し，行動に移せる。

	（　追加　）
	

	７　その他
（性格，行動特徴，興味関心など）
	タオルの糸をむしったり，小さなごみを拾ったりして口に入れることがある。音楽を聴くことが好きで，自分で操作する。

	（　追加　）
	


	実態把握②－２　児童生徒の学習上又は生活上の課題や，これまでの学習状況の把握

	・他者の気を引きたいときにわざと水をこぼす，物を壊すなど，注意されることをする。適切な関わり

　方を指導しても定着しない。
・集中力が持続しにくい。５～10分程度で活動内容を変えると集中力を維持できることもある。
・周囲のことに関心がなくなると，手の爪周辺の皮をむいたり，小さなごみを口に入れたりする。
・定時での意思確認や誘導により，トイレでの排泄を目指しているが，ほとんどトイレでは出ない。


	実態把握②－３　児童生徒の３年後の将来像

	・教室内の広く設定したスペースを自在に移動できるようになってほしい。（環，身）
・給食後の休憩時間に自分で移動し，音楽を聴いたり図鑑を見たりするなど，好きな活動に取り組める

　ようになってほしい。（心，環，身）


	指導すべき課題の整理③　課題の抽出

	・自分から動くことが少なく，指示待ちであることが多いが，他者と関わりたい気持ちは強い。

　（人，身，コ）
・周囲へ関心が向いているときは，手の爪周辺の皮をむいたり，小さなごみを口に入れたりする行動は

　見られない。（心，環）
・主体的に動いて達成感を味わう経験を積む必要がある。（心，身）


	指導すべき課題の整理④　中心的な課題

	中心的な課題
	背景

	3 受け身の場面が多い学校生活。
	車いすの細かい操作が難しいため，教室内では自分から移動しようとせず，教師を呼ぶことが多い。

	4 周囲への関心が薄れた時の行動。
	自分の思い通りにならなかったり，周囲からの働き掛けがなくなったりすると現れる行動。


	指導目標の設定⑤

	1 教室内の広く設定したスペースを車いすで移動する力を高める。
2 自ら好きな活動をしたり，教師に関わりに行ったりする成功体験を積む。


	区分
	健康の保持
	心理的な安定
	人間関係の形成
	環境の把握
	身体の動き
	コミュニケーション

	(1)
	生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。
	情緒の安定に関すること。
	他者とのかかわりの基礎に関すること。
	保有する感覚の活用に関すること。
	姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。
	コミュニケーションの基礎的能力に関すること。

	(2)
	病気の状態の理解と生活管理に関すること。
	状況の理解と変化への対応に関すること。
	他者の意図や感情の理解に関すること。
	感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。
	姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。
	言語の受容と表出に関すること。

	(3)
	身体各部の状態の理解と養護に関すること。
	障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。
	自己の理解と行動の調整に関すること。
	感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。
	日常生活に必要な基本動作に関すること。
	言語の形成と活用に関すること。

	(4)
	障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。
	
	集団への参加の基礎に関すること。
	感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること。
	身体の移動能力に関すること。
	コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。

	(5)
	健康状態の維持・改善に関すること。
	
	
	認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。
	作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。
	状況に応じたコミュニケーションに関すること。

	Key words
	排泄
身辺整理
	不安，退屈
成功体験
	他者への依存，関わる喜び
	移動能力と位置関係の見極め
	車いす操作
	意思の表出


項目の選定・指導内容の設定
	指導内容
	自席，ロッカー，水道等を行き来しやすいよう環境設定し，車いす自走での生活場面を増やす。
	安定した車いす操作ができるよう，足裏を床につけて，やや前傾姿勢で座位を保てるようにする。
	環境設定を配慮しておき，自分から関わりたい教師のそばに行って共に活動する。

	指導場面
	・朝や帰りの準備　・給食
・自立活動
	・自立活動　・給食　・移動時
・授業等での手指の操作時
	・給食後の休憩時間



　自立活動の授業づくり（流れ図）作成のイメージ





【項目と項目を関連付ける際のポイント】


①　他者への興味・関心の高さを，移動の力を高めることと関連させる。


②　車いす操作と，成功体験による心理の安定を関連させる。








